





























































るため、prmt-1 遺伝子と prmt-5 遺伝子の欠損変異体線虫のメチルアミノ酸を
定量した。その結果、prmt-1遺伝子欠損変異体線虫では ADMAの消失とMMA
の減少が見られた。また、prmt-5 遺伝子欠損変異体線虫では SDMA が消失し
たが、MMA は野生型線虫と同程度検出された。当研究室の先行研究では、
PRMT-1 が線虫個体内でほぼ全ての ADMA 化を行っていることが示されてい



















 つづいて、prmt-1 遺伝子と prmt-5 遺伝子を欠損した変異体線虫と野生型線虫のメ
チルアミノ酸を比較することで、PRMT-1 が ADMA 化だけでなく、MMA 化に大きな寄
与をしていること、一方、PRMT-5 は SDMA 化の量だけを制御していることを新たに示
した。PRMT-1、PRMT-5 以外に主要なアルギニンメチル化酵素が存在するかどうかも
今後の課題である。 
